
はじめに

この度は、パブロフ簿記の模擬試験をご利用いただきありがとうございます。

模擬試験は、2024 年 6 月 167 回試験以降の統一試験（紙の試験）対策として作成していま

す。なお、ネット試験対策は、ネット試験の模擬問題をお使いください。

模擬試験に関する質問や問い合わせは、こちらまでお願いします。

https://pboki.com/ 

2024 年 4 月 模擬試験 2024 年度版を公開 
willsi 株式会社 

パブロフ簿記2級商業簿記アプリ 模擬試験2024①

1

http://pboki.com/


日商簿記２級 模擬試験 2024 商業簿記① 制限時間 90 分 
 
 
 
第１問（20 点） 
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答

案用紙の（  ）内に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 
 
1． 福岡株式会社は、新株 600 株（１株の払込金額¥30,000）を発行し、払込期日までに申込証拠金の全額が

払い込まれ、別段預金に預け入れていたが、本日が払込期日となるため、別段預金を当座預金に預け替え

た。なお、資本金には会社法規定の最低額を組み入れることとする。 
ア．繰越利益剰余金 イ．資本準備金 ウ．別段預金 エ．当座預金 
オ．株式交付費 カ．資本金 キ．株式申込証拠金 

 
2． 火災により焼失した建物（取得原価：￥10,000,000、残存価額：取得原価の 10％、耐用年数 20 年、定額

法により償却、間接法で記帳）に関し請求していた保険金￥3,100,000 について来月支払う旨の連絡を保

険会社から受けた。当該建物は、XX15 年 4 月 1 日に取得したもので、XX29 年 8 月 31 日に火災があり、

火災発生日現在の簿価の全額を未決算勘定に振り替えていた。なお、当社の決算は 3 月 31 日（年 1 回）

であり、減価償却は月割計算で行っている。 
ア．未決算 イ．減価償却費 ウ．保険差益 エ．未収入金 
オ．建物 カ．建物減価償却累計額 キ．火災損失 

 
3． 顧客に対するサービス提供が完了したため、契約額￥500,000（代金受け取りは翌月末）を収益に計上した。

これにともない、それまでに仕掛品に計上されていた諸費用￥200,000 と追加で発生した外注費￥90,000
（支払いは翌月 28 日）との合計額を原価に計上した。 
ア．仕入 イ．仕掛品 ウ．役務収益 エ．役務原価 
オ．売掛金 カ．買掛金 キ．売上 

 
4． 北海道商店は、電子記録債権のうち￥120,000 を銀行で割り引き、割引料￥1,000 が差し引かれた残額が当

座預金口座へ振り込まれた。 
ア．電子記録債務 イ．支払利息 ウ．当座預金 エ．手形売却損 
オ．電子記録債権売却損 カ．電子記録債権売却益 キ．電子記録債権 

 
5． 当社の得意先（株）A 商事に対する売掛金（現在の残高￥1,400,000）のうち￥800,000 を仕入先（株）B

産業に対する買掛金の支払いのため同社に譲渡することにつき、A 商事および B 産業の双方から同意を得

たため、これを譲渡した。 
ア．買掛金 イ．売掛金 ウ．受取手形 エ．支払手形 
オ．手形売却損 カ．債権譲渡損 キ．債権譲渡益 

  

商 業 簿 記 
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 仕         訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

2 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

3 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

4 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

5 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
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第２問（20 点） 
次の［資料Ⅰ］前期の貸借対照表と［資料Ⅱ］当期中の取引にもとづき、答案用紙に示した（  ）に適切

な金額を記入して、株主資本等変動計算書を完成しなさい。減少については、金額の前に△をつけて示すこと。

なお、会計期間は XX29 年 4 月 1 日から XX30 年 3 月 31 日までの 1 年間である。 
 

［資料Ⅰ］前期の貸借対照表 
 貸 借 対 照 表   

XX29 年 3 月 31 日            （単位：千円） 
資産 金額 負債・純資産 金額 

現 金 預 金 90,000 買 掛 金 63,000 
受 取 手 形 12,000 長 期 借 入 金 100,000 
売 掛 金 96,000 資 本 金 200,000 
商 品 70,000 資 本 準 備 金 40,000 
短 期 貸 付 金 100,000 そ の 他 資 本 剰 余 金 20,000 
建 物 50,000 利 益 準 備 金 2,000 
車 両 21,800 別 途 積 立 金 10,000 
備 品 4,600 繰 越 利 益 剰 余 金 21,400 
投 資 有 価 証 券 13,000 その他有価証券評価差額金 1,000 

 457,400  457,400 
  なお、XX29 年 3 月 31 日現在の発行済株式総数は 14,000 株である。 
 
［資料Ⅱ］当期中の取引 
1．XX29 年 6 月 20 日に開催された定時株主総会において、以下の事項が承認された。 
 a. その他資本剰余金を財源として 1 株あたり￥200、繰越利益剰余金を財源として 1 株あたり￥500 の配当

金の支払い 
 b. 会社法で規定する額の準備金（資本準備金および利益準備金）の計上 
 c. 繰越利益剰余金を処分し、別途積立金 8,000 千円の積み立て 
2．XX29 年 10 月 30 日に新株の発行株式数 2,000 株、1 株あたりの払込金額￥30,000 の条件で増資を行い、払

込金額はすべて当座預金口座へ預け入れた。なお、会社法で定める最低限度額を資本金とした。 
3．XX29 年 12 月 31 日に株式会社千葉商事を以下の条件で吸収合併した。 
 a. 株式会社千葉商事の株主に交付した新株の発行株式数 1,000 株（時価＠￥28,000） 
 b. 吸収合併直前の株式会社千葉商事の貸借対照表と時価は以下のとおり。すべての資産、負債を承継した。 
資産 負債・純資産 

勘定科目 帳簿価額 時価 勘定科目 帳簿価額 時価 
現金預金 11,000 千円 11,000 千円 買掛金 2,000 千円 2,000 千円 
売掛金 3,000 千円 3,000 千円 資本金 18,000 千円 － 
車両 12,000 千円 15,000 千円 繰越利益剰余金 7,000 千円 － 
 c. 株式の交付にともなって増加する株主資本に関する吸収合併契約書の条件は、資本金 20,000 千円、資本

準備金 5,000 千円、その他資本剰余金 3,000 千円であった。 
4．当期末の決算にあたり、次の処理を行った。 
 a. その他有価証券（前期末の時価は 13,000 千円、当期末の時価は 15,000 千円）について時価評価を行い、

評価差額を全部純資産直入法により純資産として計上した。なお、その他有価証券はすべて株式であり、当

期にその他有価証券の売買取引は行われていない。 
 b. 当期純利益 19,800 千円を計上した。  
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   （単位：千円） 
 株主資本 

資本金 
資本剰余金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 
当期首残高 ( ) 40,000 20,000 60,000 
当期変動額     
 剰余金の配当  ( ) ( ) ( ) 
 別途積立金の積立     
 新株の発行 ( ) ( )  ( ) 
 吸収合併 ( ) ( ) ( ) ( ) 
 当期純利益     
 株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
    

当期変動額合計 ( ) ( ) ( ) ( ) 
当期末残高 ( ) ( ) ( ) ( ) 

下段へ続く 
上段より続く 
 株主資本 

そ の 他 
有価証券 
評 価 
差 額 金 

純 資 産 
合 計 

利益剰余金 
株主資本 
合 計 

利 益 
準 備 金 

その他利益剰余金 利 益 
剰 余 金 
合 計 

別 途 
積 立 金 

繰越利益 
剰 余 金 

当期首残高 ( ) 10,000 21,400 ( ) ( ) ( ) ( ) 
当期変動額        
 剰余金の配当等 ( )  ( ) ( ) ( )  ( ) 

別途積立金の積立  ( ) ( ) － －  － 
 新株の発行     ( )  ( ) 
 吸収合併     ( )  ( ) 
 当期純利益   ( ) ( ) ( )  ( ) 
 株主資本以外の項目 
の当期変動額(純額) 

     ( ) ( ) 

当期変動額合計 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 
当期末残高 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 
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第３問（20 点） 
 次に示した東日本株式会社の[資料Ⅰ]決算整理前残高試算表、[資料Ⅱ]および[資料Ⅲ]にもとづいて解答欄の

損益計算書と貸借対照表を完成しなさい。なお、会計期間は XX29 年 4 月 1 日から XX30 年 3 月 31 日までの 1
年間である。 
[資料Ⅰ] 決算整理前残高試算表 
借  方 勘 定 科 目 貸  方 

115,920 現 金 預 金  
675,000 受 取 手 形  
525,000 売 掛 金  
249,000 売買目的有価証券  
272,000 繰 越 商 品  
100,000 仮 払 金  

3,320,000 建 物  
800,000 備 品  

3,800,000 土 地  
80,000 ソ フ ト ウ ェ ア  

197,600 満期保有目的債券  
332,000 子 会 社 株 式  
140,000 そ の 他 有 価 証 券  
561,000 未 決 算  

 支 払 手 形 363,000 
 買 掛 金 615,000 
 貸 倒 引 当 金 29,000 
 建物減価償却累計額 1,296,000 
 備品減価償却累計額 390,400 
 退 職 給 付 引 当 金 219,000 
 資 本 金 6,000,000 
 資 本 準 備 金 300,000 
 利 益 準 備 金 230,000 
 任 意 積 立 金 170,000 
 繰 越 利 益 剰 余 金 614,300 
 売 上 11,002,000 
 受 取 地 代 51,500 
 有 価 証 券 利 息 19,000 
 受 取 配 当 金 39,100 
 為 替 差 損 益 8,000 
 固 定 資 産 売 却 益 11,700 

7,730,000 仕 入  
1,654,000 給 料  

282,980 旅 費 交 通 費  
216,000 水 道 光 熱 費  
93,600 保 険 料  

172,000 通 信 費  
41,900 手 形 売 却 損  

21,358,000  21,358,000 
 

[資料Ⅱ] 決算にあたって調査したところ、次の取引が帳

簿上未処理であることが判明した。 
1．未決算は、店舗火災に関してその損失分を保険会社に

請求していたことにより生じたものである。すでに請

求額の￥420,000 が当座預金口座に振り込まれていた

が、銀行からの通知が未達であった。残額については

火災損失として処理することにした。 
2．品質不良を理由とする掛け売り商品￥40,000（原価

￥28,000）が返品され受け取っていたが未処理となっ

ている。 
3．得意先に対する売掛金￥110,000 については、すでに

当座預金口座に振り込まれていたが、銀行からの通知

が未達だったため未記帳となっていた。 
[資料Ⅲ] 決算整理事項 
1．買掛金期末残高のうち、期中に外貨建て（ドル建て）

で生じた買掛金（輸入時の為替相場：1 ドル 100 円）

が￥60,000 ある。決算日の為替相場は 1 ドル 110 円
となっている。 

2．売掛金および受取手形の期末残高に対して 3%の貸引

引当金を差額補充法により設定する。 
3．商品の期末商品棚卸高は、￥228,000 であり、実地棚

卸高（原価）は￥213,000 であった（どちらも資料Ⅱ

2 の返品分は反映されている）。また、品質不良が原価

で￥38,000 分あり、販売可能価額は原価の 50％と見

積もられた。 
4．有価証券の内訳は次のとおりである。  

       帳簿価額    時 価  保有目的 
A 社株式  ￥249,000   ￥235,000  売買目的 
B 社社債  ￥197,600   ￥211,750  満期保有 
C 社株式  ￥332,000   ￥291,000  支配目的 
D 社株式  ￥140,000   ￥169,000  その他 
なお、B 社社債（額面金額￥200,000、償還日は XX32
年 3 月 31 日）は、XX27 年 4 月 1 日に取得しており、

取得価額と額面金額との差額は金利の調整と認めら

れる。 
C社株式は発行済み株式総数の過半数を当社が取得し

ている。 
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5．固定資産の減価償却を次のとおり行う。 
 建物：定額法、耐用年数 25 年、残存価額は取得原価の 10％ 
 備品：200％定率法、耐用年数 10 年、残存価額はゼロ 
 ソフトウェア：定額法、耐用年数 5 年（XX28 年 4 月 1 日に取得） 

なお、建物のうち￥1,320,000 については、XX29 年 12 月 1 日に取得したもので、減価償却の計算（定額法、

耐用年数 25 年、残存価額ゼロ）は月割計算による。 
6．従業員に対する退職給付債務を見積った結果、期末に引当金として計上すべき残高は￥250,500 と見積もら

れた。 
7．保険料については毎年同額を 8 月 1 日に向こう 1 年分を支払っている（期首現在の前払分は再振替済み）。 
8．購入時に費用処理した郵便切手の未使用高が￥36,000 ある。 
9．地代￥3,500 が未収である。 
10．仮払金は、法人税等の中間納付額を計上したものである。 
11．税引前当期純利益の 30%を法人税、住民税及び事業税に計上する。 
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 損 益 計 算 書  
自 XX29 年 4 月 1 日 至 XX30 年 3 月 31 日      （単位：円） 

Ⅰ 売 上 高    （ ） 
Ⅱ 売 上 原 価     

1 期 首 商 品 棚 卸 高  （ ）   
2 当 期 商 品 仕 入 高  （ ）   

 合     計  （ ）   
3 期 末 商 品 棚 卸 高  （ ）   

 差     引  （ ）   
4 棚 卸 減 耗 損  （ ）   
5 （ ）  （ ）  （ ） 

 （ ）    （ ） 
Ⅲ 販売費及び一般管理費     

1 給 料  1,654,000    
2 旅 費 交 通 費  282,980    
3 保 険 料  （ ）   
4 水 道 光 熱 費  216,000    
5 通 信 費  （ ）   
6 （     ） 繰 入  （ ）   
7 （ ）  （ ）   
8 ソ フ ト ウ ェ ア 償 却  （ ）   
9 退 職 給 付 費 用  （ ）  （ ） 

 （ ）    （ ） 
Ⅳ 営 業 外 収 益     

1 有 価 証 券 利 息  （ ）   
2 受 取 配 当 金  39,100    
3 （ ）  （ ）   
4 受 取 地 代  （ ）  （ ） 

Ⅴ 営 業 外 費 用     
1 手 形 売 却 損  41,900   
2 有 価 証 券 評 価 損  （ ）  （ ） 

 （ ）    （ ） 
Ⅵ 特 別 利 益     

1 固 定 資 産 売 却 益    11,700  
Ⅶ 特 別 損 失     

1 （    ） 損 失    （ ） 
 税 引 前 当 期 純 利 益    （ ） 

 法人税、事業税及び住民税    （ ） 
 （ ）    （ ） 
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 貸 借 対 照 表  
XX30 年 3 月 31 日現在             （単位：円） 

資産の部 負債の部 
Ⅰ 流動資産   Ⅰ 流動負債   
1 現 金 預 金  ( ) 1 支 払 手 形  363,000 
2 受 取 手 形 675,000  2 買 掛 金  ( ) 

 貸 倒 引 当 金 (△       ) ( ) 3 未 払 法 人 税 等  ( ) 
3 売 掛 金 ( )   流 動 負 債 合 計  ( ) 

 貸 倒 引 当 金 (△       ) ( ) Ⅱ 固定負債   
4 有 価 証 券  ( )  退 職 給 付 引 当 金  ( ) 
5 商 品  ( )  固 定 負 債 合 計  ( ) 
6 貯 蔵 品  ( )  負 債 合 計  ( ) 
7 前 払 費 用  ( ) 純資産の部 
8 未 収 収 益  ( ) Ⅰ 株主資本   
 流 動 資 産 合 計  ( ) 1 資 本 金  6,000,000 

Ⅱ 固定資産   2 資 本 剰 余 金   
1 建 物 3,320,000   資 本 準 備 金  300,000 

 減 価 償 却 累 計 額 (△       ) ( ) 3 利 益 剰 余 金   
2 備 品 800,000   ① 利 益 準 備 金 230,000  

 減 価 償 却 累 計 額 (△       ) ( )  ② 任 意 積 立 金 170,000  
3 土 地  3,800,000  ③繰越利益剰余金 ( ) ( ) 
4 ソ フ ト ウ ェ ア  ( )  株 主 資 本 合 計  ( ) 
5 投 資 有 価 証 券  ( ) Ⅱ 評価・換算差額等   
6 ( )  ( )  ( )  ( ) 
 固 定 資 産 合 計  ( )  純 資 産 合 計  ( ) 
 資 産 合 計  ( )  負債及び純資産合計  ( ) 
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第４問（28 点） 

（１）（12 点） 
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答

案用紙の（  ）内に記号で解答すること。 
 

1．当月、素材 900kg（購入代価 2,500 円／kg）、買入部品 3,500 個（購入代価 200 円／個）、工場消耗品 300,000
円（購入代価）を掛けで購入した。なお、購入に際しては、購入代価の 10％を材料副費として予定配賦し

ている。 
ア．仕掛品 イ．材料 ウ．製造間接費 エ．買掛金 オ．材料副費 カ．未払金 キ．原価差異 
 

2．当月、素材 1,800,000 円、購入部品 160,000 円、工場消耗品 110,000 円を消費した。 
ア．買掛金 イ．製造間接費 ウ．材料副費 エ．製品 オ．仕掛品 カ．原価差異 キ．材料 
 

3．当月の賃金の消費額を計上する。直接工の作業時間報告書によれば、直接作業時間は 860 時間、間接作業

時間は 70 時間であった。当工場において適用される直接工の予定賃率は、1 時間当たり 1,300 円である。

また、間接工については、前月賃金未払高 120,000 円、当月賃金支払高 650,000 円、当月賃金未払高 100,000
円であった。 
ア．仕掛品 イ．賃金・給料 ウ．未払金 エ．現金 オ．製品 カ．製造間接費 キ．原価差異 

 
 仕         訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

2 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

3 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

  

工 業 簿 記 
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（２）（16 点） 
 P 製作所では、顧客からの注文に応じて素材を加工して完成品を製造する生産形態のため、実際個別原価計

算を採用している。当月、製造指図書#101、製造指図書#102、製造指図書#103、製造指図書#104 および製造

指図書#105 にかかわる作業が行われたが、このうち、製造指図書#101、製造指図書#102、製造指図書#103 お

よび製造指図書#104 が完成し、製造指図書#105 は月末に未完成であった。なお、製造指図書#101 のみ先月製

造に着手し、その他は当月着手した。次の［資料］にもとづいて、各問に答えなさい。 
 
［資 料］ 

1．当月払い出された素材のうち、製造指図書#101 向けの消費は 120,000 円、製造指図書#102 向けの消費は

219,000 円、製造指図書#103 向けの消費は 181,000 円、製造指図書#104 向けの消費は 144,000 円、製造

指図書＃105 向けの消費は 80,000 円であった。 
2．製造指図書#103 の製造は特殊な加工が必要なため加工作業の一部を協力会社の R 社に依頼している。当

月 7 日に素材をR 社に無償で引き渡し、21 日にその作業が完了し納品された。R 社に対する加工賃 165,000
円は翌月の 7 日に支払う予定である。 

3．当月の直接工の実際直接作業時間は合計して 265 時間であり、そのうち、製造指図書#101 向けは 60 時間、

製造指図書#102 向けは 80 時間、製造指図書#103 向けは 35 時間、製造指図書#104 向けは 50 時間、製造

指図書#105 向けは 40 時間であった。直接工賃金は、直接作業時間当たり 3,000 円の予定消費賃率を用い

て消費額を計算している。 
4．製造間接費は、直接作業時間にもとづく予定配賦率を用いて製品に正常配賦している。年間製造間接費予

算額は 8,000,000 円、年間予定直接作業時間は 3,200 時間であった。 
5．当月完成した製品はすべてそれぞれの顧客に引き渡された。 
 
問 1 仕掛品勘定を完成しなさい。 
問 2 当月売上原価のうち、製造指図書#103 にかかわる売上原価を計算しなさい。 

 
問 1 

仕     掛     品          （単位：円） 

月 初 有 高 72,000  完 成 高 （         ） 

直 接 材 料 費 （         ） 月 末 有 高 （         ） 

直 接 労 務 費 （         ）   

直 接 経 費 （         ）  

製 造 間 接 費 （         ）  

 （         ）  （         ） 

 
 

問 2 製造指図書#103 にかかわる売上原価 ＝ あああああああああ 円 
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第５問（12 点） 
X 社は製品 A を量産しており、パーシャル・プランの標準原価計算を採用している。次の［資料］にもとづ

いて、下記の各問に答えなさい。なお、差異分析では変動予算を用い、能率差異は変動費と固定費からなるも

のとする。 
 
［資料］ 
1．製品 A1 個の標準直接作業時間 2 時間 
2．当月正常直接作業時間 7,000 時間 
3．製造間接費標準配賦率 700 円 / 時間 
4．当月生産データ 

月初仕掛品 600 個 （進捗度 50％） 
当月完成品 3,500 個  
月末仕掛品 200 個 （進捗度 50％） 

5．当月の実際直接作業時間  6,900 時間 
6．当月実際製造間接費 

変 動 費  2,100,000 円 
固 定 費  2,800,000 円 
合 計  4,900,000 円 

（注）固定費の発生額は予算と同額であった。 
 
問 1 当月の標準直接作業時間を計算しなさい。 
問 2 当月の標準原価配賦額を計算しなさい。 
問 3 製造間接費の差異分析を行いなさい。 
 
 

問 1  時間    
      

問 2  円    
      

問 3 製造間接費総差異  円 （ 有利 ・ 不利 差異 ） 
     

 予算差異  円 （ 有利 ・ 不利 差異 ） 
     

 能率差異  円 （ 有利 ・ 不利 差異 ） 
     

 操業度差異   （ 有利 ・ 不利 差異 ） 

（注）（   ）内の「有利」または「不利」を〇で囲むこと。 
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第 1 問（20 点）                    配点：各 4点×5 

 仕         訳 
借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 

エ 18,000,000 ウ 18,000,000 

キ 18,000,000 カ 9,000,000 

  イ 9,000,000 
    

2 

エ 3,100,000 ア 3,512,500 

キ 412,500   
    
    

3 

オ 500,000 ウ 500,000 
エ 290,000 イ 200,000 
  カ 90,000 
    

4 

オ 1,000 キ 120,000 

ウ 119,000   
    
    

5 

ア 800,000 イ 800,000 
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第 2 問（20 点） 

                                配点：各 2点×10 

   （単位：千円） 
 株主資本 

資本金 
資本剰余金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 
当期首残高 (      2 0 0 , 0 0 0 ) 40,000 20,000 60,000 
当期変動額     
 剰余金の配当  (         2 8 0 ) (      △3,080) (      △2,800) 

 別途積立金の積立     

 新株の発行 (     30,000) (     30,000)  (     30,000) 

 吸収合併 (     20,000) (      5,000) (      3,000) (      8,000) 

 当期純利益     

株主資本以外の項目  
の当期変動額(純額)  

    

当期変動額合計 (     50,000) (     35,280) (         △ 8 0 ) (     35,200) 

当期末残高 (      2 5 0 , 0 0 0 ) (     75,280) (     19,920) (     95,200) 

下段へ続く 
上段より続く 
 株主資本 

そ の 他 
有価証券 
評 価 
差 額 金 

純 資 産 
合 計 

利益剰余金 
株主資本 
合 計 

利 益 
準 備 金 

その他利益剰余金 利 益 
剰 余 金 
合 計 

別 途 
積 立 金 

繰越利益 
剰 余 金 

当期首残高 ( 2,000) 10,000 21,400 ( 33,400) (293,400) ( 1,000) (294,400) 

当期変動額        

 剰余金の配当等 (   700)  (△7,700) (△7,000) (△9, 800 )  (△9,800) 

別途積立金の積立  (  8,000) (△8,000) － －  － 

 新株の発行     ( 60,000)  ( 60,000) 

 吸収合併     ( 28,000)  ( 28,000) 

 当期純利益   ( 19,800) ( 19,800) ( 19,800)  ( 19,800) 

 株主資本以外の項目  
の当期変動額(純額)  

     ( 2,000) ( 2,000) 

当期変動額合計 (   700) (  8,000) (  4,100) ( 12,800) ( 98,000) ( 2,000) (100,000) 

当期末残高 ( 2,700) ( 18,000) ( 25,500) ( 46,200) (391,400) ( 3,000) (394,400) 
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第 3 問（20 点）  

 

 損 益 計 算 書  
自 XX29 年 4 月 1 日 至 XX30 年 3 月 31 日      （単位：円） 

Ⅰ 売 上 高    （  1 0 , 9 6 2 , 0 0 0） 
Ⅱ 売 上 原 価     

1 期 首 商 品 棚 卸 高  （   2 7 2 , 0 0 0）   
2 当 期 商 品 仕 入 高  （  7 , 7 3 0 , 0 0 0）   

 合     計  （  8 , 0 0 2 , 0 0 0）   
3 期 末 商 品 棚 卸 高  （   2 2 8 , 0 0 0）   

 差     引  （  7 , 7 7 4 , 0 0 0）   
4 棚 卸 減 耗 損  （   1 5 , 0 0 0 ）   
5 （ 商 品 評 価 損 ）  （   1 9 , 0 0 0 ）  （   7 , 8 0 8 , 0 0 0） 

 （ 売 上 総 利 益 ）    （   3 , 1 5 4 , 0 0 0） 
Ⅲ 販売費及び一般管理費     

1 給 料  1,654,000    
2 旅 費 交 通 費  282,980    
3 保 険 料  （    7 0 , 2 0 0）   
4 水 道 光 熱 費  216,000    
5 通 信 費  （   1 3 6 , 0 0 0）   
6 （ 貸 倒 引 当 金 ） 繰 入  （    2 , 5 0 0）   
7 （ 減 価 償 却 費 ）  （   1 7 1 , 5 2 0）   
8 ソ フ ト ウ ェ ア 償 却  （    2 0 , 0 0 0）   
9 退 職 給 付 費 用  （    3 1 , 5 0 0）  （   2 , 5 8 4 , 7 0 0） 

 （ 営 業 利 益 ）    （    5 6 9 , 3 0 0） 
Ⅳ 営 業 外 収 益     

1 有 価 証 券 利 息  （    1 9 , 8 0 0）   
2 受 取 配 当 金  39,100    
3 （ 為 替 差 益 ）  （    2 , 0 0 0）   
4 受 取 地 代  （    5 5 , 0 0 0）  （   1 1 5 , 9 0 0 ） 

Ⅴ 営 業 外 費 用     
1 手 形 売 却 損  41,900   
2 有 価 証 券 評 価 損  （    1 4 , 0 0 0）  （    5 5 , 9 0 0 ） 

 （ 経 常 利 益 ）    （   6 2 9 , 3 0 0 ） 
Ⅵ 特 別 利 益     

1 固 定 資 産 売 却 益    11,700  
Ⅶ 特 別 損 失     

1 （ 火 災 ） 損 失    （   1 4 1 , 0 0 0 ） 
 税 引 前 当 期 純 利 益    （   5 0 0 , 0 0 0 ） 

 法人税、事業税及び住民税    （   1 5 0 , 0 0 0 ） 
 （ 当 期 純 利 益 ）    （   3 5 0 , 0 0 0 ） 

 
  

     配点：各 2点×10 

（勘定科目と金額が一致して 2点） 
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 貸 借 対 照 表  
XX30 年 3 月 31 日現在             （単位：円） 

資産の部 負債の部 
Ⅰ 流動資産   Ⅰ 流動負債   
1 現 金 預 金  (645,920 ) 1 支 払 手 形  363,000 
2 受 取 手 形 675,000  2 買 掛 金  (621,000 ) 

 貸 倒 引 当 金 ( △ 2 0 , 2 5 0 ) (654,750 ) 3 未 払 法 人 税 等  ( 50,000 ) 
3 売 掛 金 ( 3 7 5 , 0 0 0 )   流 動 負 債 合 計  (1,034,000) 

 貸 倒 引 当 金 ( △ 1 1 , 2 5 0 ) (363,750 ) Ⅱ 固定負債   
4 有 価 証 券  (235,000 )  退 職 給 付 引 当 金  (250,500 ) 
5 商 品  (194,000 )  固 定 負 債 合 計  (250,500 ) 
6 貯 蔵 品  (  36,000 )  負 債 合 計  (1,284,500) 
7 前 払 費 用  ( 23,400 ) 純資産の部 
8 未 収 収 益  ( 3,500 ) Ⅰ 株主資本   
 流 動 資 産 合 計  (2,156,320) 1 資 本 金  6,000,000 
Ⅱ 固定資産   2 資 本 剰 余 金   
1 建 物 3,320,000   資 本 準 備 金  300,000 

 減 価 償 却 累 計 額 (△1,385,600) (1,934,400) 3 利 益 剰 余 金   
2 備 品 800,000   ① 利 益 準 備 金 230,000  

 減 価 償 却 累 計 額 (△472,320 ) ( 327,680)  ② 任 意 積 立 金 170,000  
3 土 地  3,800,000  ③ 繰 越 利 益 剰 余 金 (964,300) (1,364,300) 
4 ソ フ ト ウ ェ ア  ( 60,000)  株 主 資 本 合 計  (7,664,300) 
5 投 資 有 価 証 券  (367,400 ) Ⅱ 評価・換算差額等   
6 ( 関 係 会 社 株 式 )  (332,000 )  (その他有価証券評価差額金)  ( 29,000) 
 固 定 資 産 合 計  (6,821,480)  純 資 産 合 計  (7,693,300) 
 資 産 合 計  (8,977,800)  負債及び純資産合計  (8,977,800) 
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第 4 問（28 点） 

（１）（12 点） 配点：各 4点×3 

 仕         訳 
借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 

イ 3,575,000 エ 3,250,000 

  オ 325,000 

    

    

2 

オ 1,960,000 キ 2,070,000 

イ 110,000   

    

    

3 

ア 1,118,000 イ 1,839,000 

カ 721,000   

    

    

 

（２）（16 点） 

問 1                                      配点：各 2点×6 
                 仕     掛     品             （単位：円） 

月 初 有 高 72,000  完 成 高 （     2,138,500 ） 

直 接 材 料 費 （     744,000 ） 月 末 有 高 （     300,000 ） 

直 接 労 務 費 （     795,000 ）   

直 接 経 費 （     165,000 ）  

製 造 間 接 費 （     662,500 ）  

 （    2,438,500 ）  （    2,438,500 ） 

 
問 2                                      配点：4点 

 製造指図書#103 にかかわる売上原価 ＝ あああ 538,500あ 円 
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第 5 問（12 点）                       配点：各 2点×6 

問 1 6,600 時間    
      

問 2 4,620,000 円    
      

問 3 製造間接費総差異 280,000 円 （ 有利 ・ 不利 差異 ） 
     

 予算差異 30,000 円 （ 有利 ・ 不利 差異 ） 
     

 能率差異 210,000 円 （ 有利 ・ 不利 差異 ） 
     

 操業度差異 40,000  （ 有利 ・ 不利 差異 ） 

（注）（   ）内の「有利」または「不利」を〇で囲むこと。 
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模擬試験 2024① 解説 
問題を解く順番は、時間のかからない工業簿記を先に解きましょう。  

第 4 問→第 5 問→第 1 問→第 2 問→第 3 問 
 

 出題内容 採点結果 /  配点 解答時間 / 目標 
第 1 問 仕訳 5 問 点 /  20 点 分 / 10 分 
第 2 問 株主資本等変動計算書 点 /  20 点 分 / 25 分 
第 3 問 個別財務諸表 点 /  20 点 分 / 25 分 
第 4 問（１） 費目別原価計算 点 /  12 点 分 /  5 分 
第 4 問（２） 個別原価計算 点 /  16 点 分 / 15 分 
第 5 問 原価差異分析 点 /  12 点 分 / 10 分 

合 計  点 / 100 点 分 / 90 分 
 

第 1 問 仕訳問題 

1．増資（別段預金等を経由させる場合） 
❶『申込証拠金の全額が払い込まれ、別段預金に預け
入れていた』との指示がある。申込証拠金が払い込ま
れたときに 
 別段預金 18,000,000/株式申込証拠金 18,000,000 
と仕訳していたはずである。 
 計算：600 株×30,000＝18,000,000 
今回は『払込期日に別段預金を当座預金に預け替えた』
ときの仕訳を聞かれている。別段預金を減らし、当座
預金を増やす仕訳を書く。 

当座預金 18,000,000 / 別段預金 18,000,000 

❷同時に株式申込証拠金を取り崩す必要があるので、
左に株式申込証拠金 18,000,000 と書く。 

当座預金 18,000,000 / 別段預金 18,000,000 
株式申込証拠金 18,000,000 / 

❸『資本金には会社法規定の最低額を組み入れる』と
の指示より、右に資本金 9,000,000 と書く。『会社法
規定の最低額』とは株式申込証拠金の 1/2 ということ
である。 
 18,000,000×1/2＝9,000,000 

当座預金 18,000,000 / 別段預金 18,000,000 
株式申込証拠金 18,000,000 / 資本金 9,000,000 

❹株式申込証拠金のうち、資本金に組み入れなかった
分は資本準備金とする。右に資本準備金 9,000,000 と
書く。 
 18,000,000－9,000,000＝9,000,000 

当座預金 18,000,000 / 別段預金 18,000,000 
株式申込証拠金 18,000,000 / 資本金 9,000,000 

資本準備金 9,000,000 
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2．固定資産の火災 
まずは火災の未決算の金額を計算するために、火災発
生日の仕訳を確認する。 
（１）火災発生日 
❶火災により建物が焼けてしまったので、火災発生日
の簿価の全額を 0 円まで減らす必要がある。建物
10,000,000 を右側へ書く。さらに、減価償却累計額
10,000,000×0.9÷20 年×14 年＝6,300,000、当期の
減価償却費10,000,000×0.9÷20年×(5か月÷12か月)
＝187,500 を左に書く。 
❷『火災発生日現在の簿価の全額を未決算勘定に振り
替え』との指示より、差額が『未決算』勘定になる。
保険金が満額支払われるか、火災発生日には不明であ
るため、この仕訳を行い、保険金額が確定後、再度仕
訳することになる。 
 減価償却累計額 6,300,000 / 建物 10,000,000 
 減価償却費    187,500 
 未決算     3,512,500 

 

（２）保険金額の確定日（本問の仕訳） 
❶『来月支払う旨の連絡を保険会社から受けた』ので、
未決算を 0 円まで減らす。右に未決算を書く。 

/ 未決算 3,512,500 

❷保険金の金額は 3,100,000 と確定したが、まだ入金
はされていないため、左に未収入金と書く。 

未収入金  3,100,000 / 未決算 3,512,500 

❸差額が左側なら、火災損失。右側なら、保険差益。 未収入金 3,100,000 / 未決算 3,512,500 
火災損失  412,500 

 
3．役務収益と役務原価（仕掛品あり） 
問題文に明記はされていないが、仕掛品を経由してい
ることから、当社がサービス業を主たる営業取引とし
ていることがわかる。主たる営業取引の後払いは、未
収入金や未払金ではなく、売掛金や買掛金を使う。 

 

❶サービス提供が完了したので、役務収益を計上する。
代金は翌月末に受け取るので、売掛金を使う。 

売掛金 500,000 / 役務収益 500,000 

❷役務収益を計上したので、仕掛品 200,000 を役務原
価に振り替える。また、追加で発生した外注費も役務
原価に含める。外注費の代金は翌月に払うので、買掛
金を使う。 

売掛金 500,000 / 役務収益 500,000 
役務原価 290,000 / 仕掛品 200,000 
           買掛金 90,000 

 
4．電子記録債権の割り引き 
❶電子記録債権を割り引いたので、電子記録債権が減
った。右に電子記録債権 120,000 と書く。 

/ 電子記録債権 120,000 

❷割引料は電子記録債権売却損を使う。左に書く。 電子記録債権売却損 1,000 / 電子記録債権 120,000 
❸残額、当座預金が増えた。 電子記録債権売却損 1,000 / 電子記録債権 120,000 

当座預金     119,000 
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5．債権の譲渡 
❶売掛金を譲渡するので、売掛金が減る。右に売掛金
を書く。 

/ 売掛金 800,000 

❷買掛金を支払うので、買掛金が減る。左に買掛金を
書く。 
本問では譲渡した売掛金（債権）の金額と、買掛金の
金額に差がないため、債権売却損は発生しない。 

買掛金 800,000 / 売掛金 800,000 

 

第２問 株主資本等変動計算書 

株主資本等変動計算書の問題の解き方は次のとおりです。表の埋め方に慣れておきましょう。 
❶前期末の貸借対照表の純資産の金額を株主資本等変動計算書の当期首残高に記入する。 
❷下書きに仕訳をすべて書く。 
❸下書きの仕訳を見て、答案用紙の株主資本等変動計算書を記入する。 
 
ステップ 1 下書きに仕訳を書きます。 
1. そ の 他 資 本 剰 余 金 3,080 未 払 配 当 金 2,800 

   資 本 準 備 金 280 

 繰 越 利 益 剰 余 金 7,700 未 払 配 当 金 7,000 

   利 益 準 備 金 700 

 繰 越 利 益 剰 余 金 8,000 別 途 積 立 金 8,000 

     

2. 当 座 預 金 60,000 資 本 金 30,000 

   資 本 準 備 金 30,000 

     

3. 現 金 預 金 11,000 買 掛 金 2,000 

 売 掛 金 3,000 資 本 金 20,000 

 車 両 15,000 資 本 準 備 金 5,000 

 の れ ん 1,000 そ の 他 資 本 剰 余 金 3,000 

     

4. その他有価証券評価差額金 1,000 そ の 他 有 価 証 券 1,000 

 そ の 他 有 価 証 券 3,000 その他有価証券評価差額金 3,000 

     

 損 益 19,800 繰 越 利 益 剰 余 金 19,800 
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＜仕訳の書き方＞ 
1．利益剰余金の処分（配当、別途積立金の積立て） 
①配当金の金額は（200＋500）×14,000 株（資料Ⅰの発行済株式総数）＝9,800 千円。本問は、単位が千円

なので間違えないように注意しよう。下書きではわかりやすいように未払配当金を分けて書いているが、まと
めて未払配当金 9,800 千円と書いてもよい。 

②会社法で規定する準備金の積立額を計算する。 
 (a)資本金 200,000 千円÷4－（資本準備金 40,000 千円＋利益準備金 2,000 千円）＝8,000 千円 
 (b)配当金 9,800 千円÷10＝980 千円 
 (c)ここで(a)より(b)が小さいので、会社法で規定する利益準備金の積立額は 980 千円であり、資本準備金 280

千円、利益準備金 700 千円と計算できる（その他資本剰余金の配当÷10 が資本準備金の積立額、繰越利益剰
余金の配当÷10 が利益準備金の積立額である）。 

③その他資本剰余金 2,800＋280＝3,080、繰越利益剰余金 7,000＋700＝7,700 を取り崩すので、左に書く。 
④別途積立金を積み立てるので、右に別途積立金 8,000 と書く。繰越利益剰余金を取り崩すので、左に書く。 
 
2．増資 
①払込金額 2,000 株×30,000＝60,000 千円のうち、会社法で定める最低限度額（払込金額の半分）30,000 を

資本金、残り 30,000 を資本準備金とする。 
②「払込金額はすべて当座預金口座へ預け入れた」と指示があるので、当座預金を左に書く。 
 
3．吸収合併（株式を交付する場合） 
 吸収合併する株式会社千葉商事の資産と負債は時価で仕訳を書く点がポイント。これら承継した資産と負債の

差額と発行した株式の時価に差が生じた場合、のれんを使うことになる。 
 
①千葉商事の資産と負債を時価で計上する（千葉商事の純資産は使用しない）。 
 現金預金 11,000   買掛金 2,000 
 売掛金   3,000 
 車両   15,000 
②吸収合併契約書の条件に従って、資本金と資本準備金とその他資本剰余金を増加させる。なお、吸収合併契約

書の金額の合計 20,000＋5,000＋3,000＝28,000 千円は「a.新株の発行」の金額 1,000 株×＠28,000＝
28,000 千円と一致する。 

 現金預金 11,000   買掛金      2,000 
 売掛金   3,000  資本金     20,000 
 車両   15,000  資本準備金    5,000 
            その他資本剰余金 3,000 
③差額をのれんと書く。 
 現金預金 11,000   買掛金   2,000 
 売掛金   3,000  資本金   20,000 
 車両   15,000  資本準備金    5,000 
 のれん   1,000  その他資本剰余金 3,000 
 
4．a．その他有価証券 
①再振替仕訳 
前期末の貸借対照表のその他有価証券評価差額金 1,000 をゼロにする。 
 その他有価証券評価差額金 1,000 / その他有価証券 1,000 
 

これにより、その他有価証券の帳簿価額は 13,000（前期末の時価）から 12,000（取得原価）になった。再
振替仕訳は、その他有価証券を取得原価に戻すために行っている。 
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②決算整理仕訳 時価評価 
❶その他有価証券の帳簿価額 12,000 を当期末時価 15,000 に修正する。 
    ＋3,000 
 12,000 → 15,000 
❷その他有価証券が 3,000 増えるので、左に書く。 
 その他有価証券 3,000 / 
❸反対側にその他有価証券評価差額金と書く。 
 その他有価証券 3,000 / その他有価証券評価差額金 3,000 
 
以上より、株主資本等変動計算書の株主資本以外の項目の当期変動額(純額)は、△1,000＋3,000＝2,000 とな
る。 
 
4．b．当期純利益の損益振替 
①当期純利益が発生すると、繰越利益剰余金が増加する。右に繰越利益剰余金と書く。 
        / 繰越利益剰余金 19,800 
②反対側に損益と書く。 
 損益 19,800 / 繰越利益剰余金 19,800 
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ステップ 2 解答欄の（１）株主資本等変動計算書を埋める。 
❶当期首残高には、XX29 年 3 月 31 日の貸借対照表の金額を書き写す。  
❷当期変動額には、下書きの仕訳を見て、株主資本に関係する勘定科目（純資産の勘定科目）について、書き写
す。 
 
   （単位：千円） 
 株主資本 

資本金 
資本剰余金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 
当期首残高 (      2 0 0 , 0 0 0 ) 40,000 20,000 60,000 
当期変動額     
 剰余金の配当  (         2 8 0 ) (       △ 3 , 0 8 0 ) ( ) 
 別途積立金の積立     
 新株の発行 (      3 0 , 0 0 0 ) (      3 0 , 0 0 0 )  ( ) 
 吸収合併 (      2 0 , 0 0 0 ) (       5 , 0 0 0 ) (       3 , 0 0 0 ) ( ) 
 当期純利益     

株主資本以外の項目  
の当期変動額(純額)  

    

当期変動額合計 ( ) ( ) ( ) ( ) 
当期末残高 ( ) ( ) ( ) ( ) 

下段へ続く 
 
上段より続く 
 株主資本 

そ の 他 
有価証券 
評 価 
差 額 金 

純 資 産 
合 計 

利益剰余金 
株主資本 
合 計 

利 益 
準 備 金 

その他利益剰余金 利 益 
剰 余 金 
合 計 

別 途 
積 立 金 

繰越利益 
剰 余 金 

当期首残高 ( 2,000) 10,000 21,400 ( ) ( ) ( 1 , 0 0 0 ) ( ) 
当期変動額        
 剰余金の配当等 (   700)  (△ 7 , 70 0 ) ( ) ( )  ( ) 

別途積立金の積立  (  8,000) (△ 8 ,0 0 0 ) － －  － 
 新株の発行     ( )  ( ) 
 吸収合併     ( )  ( ) 
 当期純利益   ( 19 , 800 ) ( ) ( )  ( ) 
 株主資本以外の項目  
の当期変動額(純額)  

     ( 2,000 ) ( ) 

当期変動額合計 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 
当期末残高 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 
  

XX29 年 3 月 31 日の貸借対照表より 

1.剰余金の配当の仕訳より、書き写す 

4.当期純利益の損益振替の仕訳より、書き写す 

2.増資の仕訳より、書き写す 

3.吸収合併の仕訳より、書き写す 

XX29 年 3 月 31 日の貸借対照表より 

1.剰余金の配当の仕訳より、書き写す 

XX29 年 3 月 31 日の貸借対照表より 

4.の再振替仕訳△1,000＋決算整理仕訳 3,000 
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❸当期変動額合計、当期末残高を記入する。 
 ・当期変動額合計＝剰余金の配当等＋新株の発行＋吸収合併＋当期純利益 
 ・当期末残高＝当期首残高＋当期変動額合計 
 
   （単位：千円） 
 株主資本 

資本金 
資本剰余金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 
当期首残高 (      2 0 0 , 0 0 0 ) 40,000 20,000 60,000 
当期変動額     
 剰余金の配当  (         2 8 0 ) (       △ 3 , 0 8 0 ) ( ) 
 別途積立金の積立     
 新株の発行 (      3 0 , 0 0 0 ) (      3 0 , 0 0 0 )  ( ) 
 吸収合併 (      2 0 , 0 0 0 ) (       5 , 0 0 0 ) (       3 , 0 0 0 ) ( ) 
 当期純利益     

株主資本以外の項目  
の当期変動額(純額)  

    

当期変動額合計 (      5 0 , 0 0 0 ) (      3 5 , 2 8 0 ) (         △ 8 0 ) ( ) 
当期末残高 (      2 5 0 , 0 0 0 ) (      7 5 , 2 8 0 ) (      1 9 , 9 2 0 ) ( ) 

下段へ続く 
 
上段より続く 
 株主資本 

そ の 他 
有価証券 
評 価 
差 額 金 

純 資 産 
合 計 

利益剰余金 
株主資本 
合 計 

利 益 
準 備 金 

その他利益剰余金 利 益 
剰 余 金 
合 計 

別 途 
積 立 金 

繰越利益 
剰 余 金 

当期首残高 ( 2,000) 10,000 21,400 ( ) ( ) ( 1 , 0 0 0 ) ( ) 
当期変動額        
 剰余金の配当等 (   700)  (△ 7 , 700 ) ( ) ( )  ( ) 

別途積立金の積立  (  8,000) (△ 8 ,0 0 0 ) － －  － 
 新株の発行     ( )  ( ) 
 吸収合併     ( )  ( ) 
 当期純利益   ( 19 , 800 ) ( ) ( )  ( ) 
 株主資本以外の項目  
の当期変動額(純額)  

     ( 2,000 ) ( ) 

当期変動額合計 (   700) (  8,000) (  4, 100 ) ( ) ( ) ( 2,000 ) ( ) 
当期末残高 ( 2,700) ( 18,000) ( 25,500 ) ( ) ( ) ( 3 , 000 ) ( ) 
  

 

2,000＋700 10,000＋8,000 

200,000＋50,000 

 

   

40,000＋35,280 20,000－80 

21,400＋4,100 

 

 

1,000＋2,000 
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❹資本剰余金合計、利益剰余金合計、株主資本合計、純資産合計を記入する。 
 ・資本剰余金合計＝資本準備金＋その他資本剰余金 
 ・利益剰余金合計＝利益準備金＋新築積立金＋別途積立金＋繰越利益剰余金 
 ・株主資本合計＝資本金＋資本剰余金合計＋利益剰余金合計 
 ・純資産合計＝株主資本合計＋評価・換算差額等（その他有価証券評価差額金） 
★上記の合計は【当期首残高＋当期変動額合計＝当期末残高】で計算チェックをするのがオススメです。 
 
   （単位：千円） 
 株主資本 

資本金 
資本剰余金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 
当期首残高 (      2 0 0 , 0 0 0 ) 40,000 20,000 60,000 
当期変動額     
 剰余金の配当  (         2 8 0 ) (       △ 3 , 0 8 0 ) (       △ 2 , 8 0 0 ) 
 別途積立金の積立     
 新株の発行 (      3 0 , 0 0 0 ) (      3 0 , 0 0 0 )  (      3 0 , 0 0 0 ) 
 吸収合併 (      2 0 , 0 0 0 ) (       5 , 0 0 0 ) (       3 , 0 0 0 ) (       8 , 0 0 0 ) 
 当期純利益     

株主資本以外の項目  
の当期変動額(純額)  

    

当期変動額合計 (      5 0 , 0 0 0 ) (      3 5 , 2 8 0 ) (         △ 8 0 ) (      3 5 , 2 0 0 ) 
当期末残高 (      2 5 0 , 0 0 0 ) (      7 5 , 2 8 0 ) (      1 9 , 9 2 0 ) (      9 5 , 2 0 0 ) 

下段へ続く 
 
上段より続く 
 株主資本 

そ の 他 
有価証券 
評 価 
差 額 金 

純 資 産 
合 計 

利益剰余金 
株主資本 
合 計 

利 益 
準 備 金 

その他利益剰余金 利 益 
剰 余 金 
合 計 

別 途 
積 立 金 

繰越利益 
剰 余 金 

当期首残高 ( 2,000) 10,000 21,400 (  33,400 ) ( 2 9 3 , 4 0 0 ) ( 1 , 0 0 0 ) (294,400 ) 
当期変動額        
 剰余金の配当等 (   700)  (△ 7 , 700 ) (△7 , 00 0 ) ( △ 9 , 8 0 0 )  (△ 9 , 80 0 ) 

別途積立金の積立  (  8,000) (△ 8 ,0 0 0 ) － －  － 
 新株の発行     (  6 0 , 0 0 0 )  ( 60,000 ) 
 吸収合併     (  2 8 , 0 0 0 )  ( 28,000 ) 
 当期純利益   ( 19 , 800 ) ( 19 ,800 ) (  1 9 , 8 0 0 )  ( 19, 800 ) 
 株主資本以外の項目  
の当期変動額(純額)  

     ( 2,000 ) ( 2,000 ) 

当期変動額合計 (   700) (  8,000) (  4, 100 ) ( 12, 800 ) (  9 8 , 0 0 0 ) ( 2,000 ) ( 100,000 ) 
当期末残高 ( 2,700) ( 18,000) ( 25,500 ) ( 46,200 ) ( 3 9 1 , 4 0 0 ) ( 3 , 000 ) (394,400 ) 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資本金 200,000＋資本剰余金合計 60,000＋利益剰余金合計 33,400 

 

 

 

 

 

 

 

 

0△2,800△7,000 

30,000＋30,000＋0 

20,000＋8,000＋0 

0＋0＋19,800 

250,000＋95,200＋46,200 

50,000＋35,200＋12,800 
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第 3 問 個別財務諸表（損益計算書と貸借対照表） 

損益計算書と貸借対照表の解き方 
❶下書きに仕訳をすべて書く。 
❷下書きを見て、損益計算書と貸借対照表を記入する。 
 
ステップ 1 下書きに仕訳を書きます。 
[未処理事項]    

1 現 金 預 金 420,000 未 決 算 561,000 
 火 災 損 失 141,000   
     
2 売 上 40,000 売 掛 金 40,000 
     
3 現 金 預 金 110,000 売 掛 金 110,000 
     
[決算整理事項]    

1 外貨建の下書き ＋6,000   

 買掛金 60,000 円  66,000 円  

 600 ドル×100  600 ドル×110  

     

 為 替 差 損 益 6,000 買 掛 金 6,000 
     

2 貸倒引当金の下書き   

 受取手形 （675,000 修正△0）×３％＝20,250 
 31,500 

 

 売掛金 （525,000 修正△150,000）×３％＝11,250  

     

  ＋2,500   

 29,000  31,500  

 整理前残高  仕訳後の金額  

     

 貸 倒 引 当 金 繰 入 2,500 貸 倒 引 当 金 2,500 
     

3 棚卸資産の下書き  

 200,000＋28,000   棚卸減耗損 228,000－213,000＝15,000  

    ＝228,000   商品評価損 38,000×50％＝19,000  

     

 仕 入 272,000 繰 越 商 品 272,000 
 繰 越 商 品 228,000 仕 入 228,000 
 棚 卸 減 耗 損 15,000 繰 越 商 品 34,000 
 商 品 評 価 損 19,000   
     

     

     

4 有価証券の下書き  

             △14,000  

 売買目的 Ａ 249,000        235,000  

   

 満期保有目的 Ｂ   

   

       償却額 （200,000－197,600）÷３年＝800  

 子会社株式 Ｃ 仕訳なし  

              ＋29,000  

 その他 Ｄ  140,000          169,000  

     

XX27/4/1       XX29/4/1          XX32/3/31 
 
            197,600            200,000 
 

                    残り３年間 
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 有 価 証 券 評 価 損 14,000 売 買 目 的 有 価 証 券 14,000 
 満 期 保 有 目 的 債 券 800 有 価 証 券 利 息 800 
 そ の 他 有 価 証 券 29,000 その他有価証券評価差額金 29,000 
 
５ 減価償却費の下書き  

 建物 定額法 残１０％ 耐２５年  

  減価償却費 2,000,000×0.9÷25＝72,000  

 建物 定額法 残０ 耐２５年  

  当期取得分 1,320,000÷25×4 月÷12 月＝17,600  

   

 備品 200％定率法 償却率 1÷10 年×200％＝0.2  

  減価償却費 （800,000－390,400）×0.2＝81,920  

   

 ソフトウェア  

   

   

  ソフトウェア償却 80,000÷４年＝20,000  

     

 減 価 償 却 費 171,520 建物減価償却累計額 89,600 
   備品減価償却累計額 81,920 
     
 ソ フ ト ウ ェ ア 償 却 20,000 ソ フ ト ウ ェ ア 20,000 
     
6 退 職 給 付 費 用 31,500 退 職 給 付 引 当 金 31,500 
     

7 支払保険料の下書き   

  ４／１  ④  ８／１   ⑧  ３／３１ ④  ７／３１  

         支払   

  再振替仕訳４か月  支払１２か月  

                   前払分  

      前払分 93,600×（４月÷１６月）＝23,400  

     

 前 払 費 用 23,400 保 険 料 23,400 

     

8 貯 蔵 品 36,000 通 信 費 36,000 
     
9 未 収 収 益 3,500 受 取 地 代 3,500 
     
10,11    
 法 人 税 等 150,000 仮 払 金 100,000 
   未 払 法 人 税 等 50,000 
 
＜仕訳の書き方＞ 
[未処理事項] 
1．保険金の確定 
①当座預金に振り込まれているので、左に現金預金 420,000 と書く。 
②未決算を消すので、右に未決算 561,000 と書く。金額は残高試算表より。 
③差額は火災損失 141,000（問題文の指示）。 
 
2．売上戻り（返品） 
掛け売上の逆仕訳を書く。 
 

XX28/4/1 XX29/4/1 
 
    80,000                  0 
 

            残り４年間 

89,600 
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3．連絡未通知 
①売掛金が決済されたので、売掛金が減った。右に売掛金 110,000 と書く。 
②当座預金に振り込まれたので、左に現金預金 110,000 と書く。 
 
[決算整理事項] 
1．外貨建買掛金の換算替えの下書き 
60,000÷100＝600 ドル、これを決算日の為替相場 1 ドル 110 円で換算替えを行う。 
 
2．貸倒引当金の下書き 
受取手形 675,000、売掛金 525,000、未処理事項 2 と 3 の修正△150,000 の合計に 3%をかける。 
 
3．売上原価 
売上原価の決算整理「しーくりくりしー」を行い、棚卸減耗損と商品評価損を計上する。 
 
4．有価証券 
保有目的が書いてあるが、[資料Ⅰ]決算整理前残高試算表を見ると、勘定科目がわかるようになっている。 
B 社社債は、問題文に『取得価額と額面金額との差額は金利の調整と認められる』と指示があるため、償却原価
法を適用することがわかる。償還日は XX32 年 3 月 31 日なので、帳簿価額と額面金額の差額を当期首 XX29
年 4 月 1 日から満期日までの残り 3 年間で償却する。 
なお、貸借対照表では、有価証券、投資有価証券、関係会社株式という表示になるので、対応関係を理解してお
こう。 
 
5．減価償却費、ソフトウェア償却 
新旧建物は分けて計算する点に注意。それぞれ残存価額も違うので問題文をよく読もう。 
なお、200％定率法の償却率は各自計算する必要があるので、公式を覚えておこう。 

200％定率法の償却率 1÷耐用年数×200％ 
 
6．退職給付引当金 
退職給付引当金繰入ではなく、『退職給付費用』を使用する点に注意。 

250,500－219,000＝31,500 
 
7．保険料の経過勘定 
問題文の指示より、『毎年同額を支払っている保険料』であり、前払い分を調整する。 
 
❶毎年同額支払っており、期首の前払分は再振替済みなので、93,600 は 16 か月分であることがわかる。次期
4/1～7/31 の 4 か月分保険料を計上しすぎている。「保険料」を減らす。 
❷前払なので、「前払費用」を使う。 
 前払費用 23,400 / 保険料 23,400 
 
8．貯蔵品 
貯蔵品は簿記 3 級の範囲であるが、簿記 2 級でも出題される。期中に通信費で費用処理した郵便はがきや切手の
一部が、期末に未使用だった場合、貯蔵品に振り替える。 
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9．地代の経過勘定 
『未収』との指示より、お金をまだもらっておらず、受取地代も計上していない。未収収益と受取地代の仕訳を
書く。 
 
10,11．法人税等 
損益計算書を作成後に記入する。他の仕訳がすべて正解していないと、正しい金額を求められないので、ここは
捨てるか、すべての問題を解き終わり、見直しも終わった後に記入する。 
法人税等の計算 税引前当期純利益 500,000×30％＝150,000 
 
ステップ２ 解答欄の損益計算書の金額を記入する。 
❶損益計算書の空欄を上から順に埋めていく。 
❷金額は、残高試算表の金額＋△下書き、で計算する。電卓に入力した下書きの金額は、斜線を引く。 
 
勘定科目ごとの計算は次のとおり。 

科目 残高試算表 下書き 損益計算書 
Ⅰ  売上高 11,002,000 未処理事項 2 △40,000 10,962,000 
Ⅱ1 期首商品棚卸高  決算整理事項 3 ＋272,000 272,000 
Ⅱ2 当期商品仕入高 7,730,000  7,730,000 
Ⅱ3 期末商品棚卸高  決算整理事項 3 ＋228,000 228,000 
Ⅱ4 棚卸減耗損  決算整理事項 3 ＋15,000 15,000 
Ⅱ5 商品評価損  決算整理事項 3 ＋19,000 19,000 
Ⅲ3 保険料 93,600 決算整理事項 7 △23,400 70,200 
Ⅲ5 通信費 172,000 決算整理事項 8 △36,000 136,000 
Ⅲ6 貸倒引当金繰入  決算整理事項 2 ＋2,500 2,500 
Ⅲ7 減価償却費  決算整理事項 5 ＋171,520 171,520 
Ⅲ8 ソフトウェア償却  決算整理事項 5 ＋20,000 20,000 
Ⅲ9 退職給付費用  決算整理事項 6 ＋31,500 31,500 
Ⅳ1 有価証券利息 19,000 決算整理事項 4 ＋800 19,800 
Ⅳ3 為替差益 8,000 決算整理事項 1 △6,000 2,000 
Ⅳ4 受取地代 51,500 決算整理事項 9 ＋3,500 55,000 
Ⅴ2 有価証券評価損  決算整理事項 4 ＋14,000 14,000 
Ⅶ1 火災損失  未処理事項 1 ＋141,000 141,000 
法人税、事業税及び住民税  税引前当期純利益 500,000×30％ 150,000 
 
Ⅱ売上原価の計算のしかた 
期首商品棚卸高 272,000＋当期商品仕入高 7,730,000＝合計 8,002,000 
合計 8,002,000－期末商品棚卸高 228,000＝差引 7,774,000 
差引 7,774,000＋棚卸減耗損 15,000＋商品評価損 19,000＝7,808,000（最終的な売上原価の金額） 
 
＜ポイント＞ 
・売上総利益、営業利益、経常利益、当期純利益の位置は必ず暗記しておく。 
 
＜スピードアップのテクニック＞ 
決算整理仕訳で新たに出てくる勘定科目は、下書きの仕訳を書くタイミングで、直接、損益計算書に記入する。 
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＜勘定科目の空欄の埋め方＞ 
①すぐに記入できる場所 
・売上原価に書くのは、商品評価損と棚卸減耗損。 
・（  ）繰入は、貸倒引当金繰入しかない。 
・（  ）損失は、火災損失しかない。 
・為替差損益の残高は貸方＝収益になっているので、営業外収益に為替差益を記入する。 
②残りの部分 
下書きの仕訳を見てみると、残りは「減価償却費」「有価証券評価損」の 2 つ。 
・減価償却費は、営業を行うために日常的に発生する費用なので、販売費及び一般管理費に記入する。 
・有価証券評価損は、主たる営業活動以外から生じる費用なので、営業外費用に記入する。 
 
ステップ３ 解答欄の貸借対照表の金額を記入する。 
 
❶貸借対照表の空欄を上から順に埋めていく。 
❷金額は、残高試算表の金額＋△下書き、で計算する。電卓に入力した下書きの金額は、斜線を引く。 
 
勘定科目ごとの計算は次のとおり。 
 

科目 残高試算表 下書き 貸借対照表 
Ⅰ1 現金預金 115,920 未処理事項 1,3  

＋420,000＋110,000 
645,920 

Ⅰ2 貸倒引当金 ？ 下書きより受取手形の貸引 20,250 20,250 
Ⅰ3 売掛金 525,000 未処理事項 2,3 △40,000△110,000 375,000 
Ⅰ3 貸倒引当金 ？ 下書きより売掛金の貸引 11,250 11,250 
Ⅰ4 有価証券 249,000 決算整理事項 4 △14,000 235,000 
Ⅰ5 商品 272,000 決算整理事項 3 △272,000 

＋228,000 △34,000 
194,000 

Ⅰ6 貯蔵品  決算整理事項 8 ＋36,000 36,000 
Ⅰ7 前払費用 0 決算整理事項 7 ＋23,400 23,400 
Ⅰ6 未収収益 0 決算整理事項 9 ＋3,500 3,500 
Ⅱ1 建物減価償却累計額 1,296,000 決算整理事項 5 ＋89,600 1,385,600 
Ⅱ2 備品減価償却累計額 390,400 決算整理事項 5 ＋81,920 472,320 
Ⅱ4 ソフトウェア 80,000 決算整理事項 5 △20,000 60,000 
Ⅱ5 投資有価証券 197,600＋

140,000 
決算整理事項 4 ＋800＋29,000 367,400 

Ⅱ6 関係会社株式 332,000  332,000 
負債の部    
Ⅰ2 買掛金 615,000 決算整理事項 1 ＋6,000 621,000 
Ⅰ3 未払法人税等 0 決算整理事項 11 ＋50,000 50,000 
Ⅱ退職給付引当金 219,000 決算整理事項 6 ＋31,500 250,500 
純資産の文    
Ⅰ3③繰越利益剰余金 614,300 当期純利益 ＋350,000 964,300 
Ⅱその他有価証券評価差額金 0 決算整理事項 4 ＋29,000 29,000 
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＜スピードアップのテクニック＞ 
有価証券に関するもの、前払費用、未収収益は、下書き用紙から直接貸借対照表に記入する。 
 
＜勘定科目の空欄の埋め方＞ 
子会社株式は、貸借対照表では関係会社株式として表示する。 
 

第４問（１）費目別原価計算の仕訳 

第 4 問（１）は費目別原価計算の仕訳がよく出題されます。材料費、労務費、経費、製造間接費の仕訳について
は対策を万全にしておきましょう。 
 
1．材料の購入（材料副費の予定配賦） 
❶材料の購入代価に材料副費を加算して、購入価額を計算します。 
  購入代価 ＠2,500×900kg＋＠200×3,500 個＋300,000 円＝3,250,000 円 
  材料副費 3,250,000 円×10％＝325,000 円 
  購入価額 3,250,000 円＋325,000 円＝3,575,000 円 
❷材料が増えるので、借方に材料を使いま
す。なお、材料を購入時には、直接材料費
と間接材料費の区別はせず、材料に計上し
ます。材料を消費時に直接材料費なら仕掛
品へ振り替え、間接材料費なら製造間接費
へ振り替えます。 

材料 3,575,000 / 

❸代金は掛けなので、買掛金を使います。
貸方に買掛金と書きます。 

材料 3,575,000 / 買掛金 3,250,000 

❹材料副費を予定配賦しているので、「材料
副費」を使います。 

材料 3,575,000 / 買掛金 3,250,000 
        材料副費 325,000 

 
2．材料の消費 
❶材料を消費したので、材料を減らします。
貸方に材料と書きます。 
 1,800,000＋160,000＋110,000 
 ＝2,070,000 

/ 材料 2,070,000 

❷直接材料費を消費したので、仕掛品に振
り替えます。 
 1,800,000＋160,000＝1,960,000 

仕掛品 1,960,000 / 材料 2,070,000  

❹間接材料費を消費したので、製造間接費
に振り替えます。 

仕掛品 1,960,000 /材料 2,070,000 
製造間接費 110,000 
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3．労務費の消費 
❶下書きを書いて、必要な金額を計算する。 
 直接工 直接作業 ＠1,300×860 時間＝1,118,000 円 
     間接作業 ＠1,300×70 時間＝91,000 円 
 間接工 下記の BOX 図を書いて、当月消費高を計算する 

当月消費高 650,000 円＋100,000 円－120,000 円＝630,000 円 
 

間接工の賃金 
当月支払高 650,000 前月未払  120,000 
 当月消費高    ？ 
当月未払  100,000  

 

❶賃金・給料を消費したので、賃金・給料
を減らします。貸方に賃金・給料と書きま
す。 
 1,118,000＋91,000＋630,000 
 ＝1,839,000 

/ 賃金・給料 1,839,000 

❷直接労務費を消費したので、仕掛品に振
り替えます。 

仕掛品 1,118,000 /賃金・給料 1,839,000 

❹間接労務費を消費したので、製造間接費
に振り替えます。 
 91,000＋630,000＝721,000 

仕掛品 1,118,000 /賃金・給料 1,839,000 
製造間接費 721,000 

 

第４問（２）個別原価計算 

ステップ１ 問題文と解答欄の情報を下書きに書き写す。 
❶黒字部分が問題文と解答欄からわかる箇所…直接材料費、直接経費。 
❷赤字部分が電卓で計算し、記入した箇所…直接労務費、製造間接費。 
 

   ＃１０１   ＃１０２   ＃１０３   ＃１０４   ＃１０５   合計 

月初 ７２，０００     ７２，０００ 

材料費 １２０，０００ ２１９，０００ １８１，０００ １４４，０００ ８０，０００ ７４４，０００ 

労務費 １８０，０００ ２４０，０００ １０５，０００ １５０，０００ １２０，０００ ７９５，０００ 

経費   １６５，０００   １６５，０００ 

製造間接費 １５０，０００ ２００，０００ ８７，５００ １２５，０００ １００，０００ ６６２，５００ 

合計 ５２２，０００ ６５９，０００ ５３８，５００ ４１９，０００ ３００，０００ ２，４３８，５００ 

   完成   完成   完成   完成   仕掛  

直接作業   ６０時間   ８０時間   ３５時間   ５０時間   ４０時間   ２６５時間 

 

直接工 ＠３，０００ 

製造間接費 ＠２，５００ ← ８，０００，０００÷３，２００時間 
 
ステップ２ 下書きの合計欄を見ながら、解答欄に金額を記入する。 
問 1 完成品 #101～#104 の合計…522,000＋659,000＋538,500＋419,000＝2,138,500 
   月末  #105…300,000 
問 2 #103…538,500 
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第５問 標準原価計算の原価差異分析 

ステップ１ ［資料］4 の情報から仕掛品（加工費）の BOX 図を書き、標準操業度（標準直接作業時間）を計
算する。 

 
  
ステップ２ 製造間接費の標準配賦額を計算する。 
 標準配賦率＠700 円×標準直接作業時間 6,600 時間＝4,620,000 円 
 
ステップ３ 製造間接費の差異分析の図（シュラッター図）を書き、差異分析を行う。 

 
 標準操業度（ひ） 6,600 時間（問 1 より） 
実際操業度（じ） 6,900 時間（資料５より） 
基準操業度（き） 7,000 時間（資料 2 より） 
 
標準配賦率 ＠700 円（資料 3 より） 
固定費予算額 2,800,000 円（資料６より） 
固定費率 固定費予算 2,800,000 円÷基準操業度 7,000 時間＝＠400 円 
変動費率 標準配賦率＠700 円－固定費率＠400 円＝＠300 円 
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①総差異 
 標準配賦額 4,620,000 円（問 2 より） 
 実際発生額 （資料６より） 
総差異 標準配賦額 4,620,000 円－実際発生額 4,900,000 円＝△280,000 円 

（マイナスなので、不利差異） 
 
②予算差異（よ） 
実際発生額 4,900,000 円（資料６より） 
予算許容額 
  変動費予算（変動費率＠300 円×実際操業度 6,900 時間）＋固定費予算 2,800,000 円 
  ＝4,870,000 円 
予算差異 予算許容額 4,870,000 円－実際発生額 4,900,000 円＝△30,000 円 

（マイナスなので、不利差異） 
 
③能率差異（の） 
 変動費能率差異 変動費率＠300 円×（標準操業度 6,600 時間－実際操業度 6,900 時間） 
         ＝△90,000 円 
 固定費能率差異 固定費率＠400 円×（標準操業度 6,600 時間－実際操業度 6,900 時間） 
         ＝△120,000 円 
 能率差異 △90,000 円＋△120,000 円＝△210,000 円（マイナスなので、不利差異） 
 
④操業度差異（そ） 
 固定費率＠400 円×（実際操業度 6,900 時間－基準操業度 7,000 時間）＝△40,000 円 

（マイナスなので、不利差異） 
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